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夏
の
風
物

詩
、
祭
り
や

花
火
大
会
が

開
催
さ
れ
て

い
る
▼
私
も

４
年
ぶ
り
に

開
催
さ
れ
る
地
元
の
祭
り
、
神
輿

を
担
ぎ
に
出
向
い
た
。
御
仮
屋
に

向
か
う
中
、
提
灯
や
飾
り
付
け
が

施
さ
れ
祭
り
の
雰
囲
気
に
気
持
ち

が
高
揚
し
た
▼
久
し
ぶ
り
に
担
ぐ

神
輿
、
手
間
取
る
も
時
間
と
共
に

感
覚
を
取
り
戻
す
事
が
出
来
た
。

休
憩
の
場
も
い
つ
も
通
り
準
備
さ

れ
出
迎
え
て
く
れ
た
。
こ
れ
は
、

当
た
り
前
の
よ
う
で
事
前
準
備
が

い
つ
も
よ
り
大
変
だ
っ
た
と
仲
間

か
ら
語
ら
れ
た
。
提
灯
や
配
線
、

飾
り
等
が
劣
化
し
、
補
修
や
買
い

替
え
、
道
路
使
用
の
手
続
き
や
警

備
の
配
置
等
、
相
当
な
苦
労
が
あ

っ
た
と
聞
き
準
備
し
て
く
れ
た
仲

間
に
頭
が
下
が
る
思
い
で
あ
る
。

人
を
思
い
や
る
心
に
触
れ
、
心
が

豊
か
に
な
っ
た
▼
コ
ロ
ナ
禍
を
経

て
人
出
が
増
え
る
中
、
各
職
場
で

検
証
が
必
要
だ
。
み
ど
り
の
窓
口

や
自
動
改
札
機
の
減
少
、
混
雑
時

の
ダ
イ
ヤ
運
用
等
多
岐
に
亘
る
。

ま
た
、
離
職
者
の
増
大
と
採
用
数

の
減
少
。
職
場
で
は
、
要
員
不
足

が
顕
在
化
し
て
い
る
。
キ
ャ
リ
ア

プ
ラ
ン
無
視
の
穴
埋
め
的
な
人
事

異
動
で
病
気
休
職
に
ま
で
追
い
込

ま
れ
て
い
る
現
実
も
あ
る
▼
人
を

思
い
や
る
心
が
な
け
れ
ば
鉄
道
の

安
全
は
守
れ
な
い
。
労
働
組
合
と

し
て
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
し
是

正
さ
せ
、
安
全
・
命
を
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
Ｓ
・
Ｓ
）

 

「
第
42
回
定
期
大
会
」
で
は
、
代
議
員
19
名
か
ら
職
場
現

実
に
つ
い
て
多
く
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
繰
り
返
し
発
生
し
て
い
る
懲
罰
的
日
勤
教
育
や
、
人
権

侵
害
・
人
間
破
壊
と
言
え
る
強
制
転
勤
が
実
施
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
現
実
や
、
社
員
へ
の
管
理
強
化
を
推
し
進
め

る
こ
と
に
よ
り
「
命
や
安
全
」
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
対
し
て
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
で
発
生
し
た
福
知
山
線
脱
線
事

故
の
前
夜
と
同
じ
状
況
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
と
の
危
機
感

と
、
労
働
組
合
と
し
て
安
全
と
、
そ
こ
で
働
く
労
働
者
を

守
る
た
め
に
、
是
々
非
々
の
姿
勢
で
向
き
合
っ
て
い
く
重

要
性
を
労
働
組
合
と
し
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
６
月
16
日
未
明
、
協
力
会
社
社
員
が
感
電
・
受
傷

し
お
亡
く
な
り
に
な
る
痛
ま
し
い
事
故
が
発
生
し
、
中
央

本
部
と
し
て
「
緊
急
声
明
」
を
発
出
し
議
論
し
て
い
ま

す
。
グ
ル
ー
プ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
会
社
を
含
め
て
、
安
全
問

題
が
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
職
場
で
は
「
安
全
が

ト
ッ
プ
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
」
と
位
置
づ
い
て
い
る
と
は
言

え
な
い
事
象
も
発
生
し
、「
４
Ｍ
４
Ｅ
」
分
析
手
法
等
に

よ
る
徹
底
し
た
原
因
究
明
や
「
三
現
主
義
」
の
徹
底
な
ど

が
薄
れ
、
過
去
の
痛
ま
し
い
事
故
に
真
摯
に
向
き
合
い
学

び
、
労
使
で
築
き
上
げ
て
き
た
「
責
任
追
及
か
ら
原
因
究

明
へ
」
な
ど
の
安
全
哲
学
や
安
全
風
土
の
崩
壊
の
危
機
で

は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
離
職
者
増
・
採
用
者
減
な
ど
に
よ
る
要
員
不
足

の
中
、
組
織
再
編
や
各
種
施
策
が
矢
継
ぎ
早
に
進
め
ら

れ
、「
融
合
と
連
携
」
に
よ
る
働
き
度
の
高
ま
り
や
、
教
育
・

訓
練
の
不
十
分
さ
、
系
統
問
わ
ず
技
術
・
技
能
継
承
の
課

題
が
発
生
し
て
い
る
実
態
や
声
が
あ
げ
ら
れ
、
安
全
・
サ

ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
の
低
下
が
よ
り
一
層
危
惧
さ
れ
ま
す
。
ま

た
新
た
な
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
運
用
に
お
い
て

は
、
幾
度
と
な
く
問
題
が
発
生
し
議
論
し
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
労
使
の
議
論
経
過
と
確
認
事
項
を
逸
脱
す
る
運

用
が
発
生
し
続
け
、
誇
り
や
責
任
感
・
意
欲
の
低
下
に
繋

が
っ
て
い
る
こ
と
や
、
適
応
障
害
や
心
身
異
常
に
よ
り
病

気
休
職
を
も
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
事
象
は
、
Ｊ
Ｒ
東
労

組
と
し
て
到
底
看
過
で
き
ま
せ
ん
。

　
中
央
本
部
は
代
議
員
か
ら
の
発
言
に
踏
ま
え
、
職
場
で

発
生
し
て
い
る
問
題
や
事
故
・
事
象
の
原
因
究
明
と
根
本

的
な
解
決
に
向
け
、
申
し
入
れ
を
提
出
し
ま
し
た
。
今

後
、
安
全
で
安
心
し
て
働
け
る
職
場
と
風
通
し
の
良
い
職

場
を
構
築
す
る
た
め
に
、
職
場
の
声
を
も
と
に
本
社
と
交

渉
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

申１号

１．�「グループ安全計画２０２３」の成果と課題を明らかにし、三現主義の徹底や「４Ｍ４Ｅ」分析手法等による徹底した原因究明

により、安全第一の職場を構築すること。

２．�繰り返し発生するパワーハラスメント行為を撲滅し、安全で安心して働ける職場と風通しの良い職場を構築すること。

３．�異動前後において個々人の特性や得手不得手を正しく把握・尊重し、「新たなジョブローテーションの実施」等の労使の議

論経過と確認事項を遵守し、正常に施策を運用すること。

４．�本社主導で行っている知悉度確認の目的を明らかにすること。また、実施する場合は不安や不信を与えることなく、安全

レベルの維持・向上に資する取り組みとすること。

５．�技術・技能継承を確実に行うために、現業機関への技術専任職の配置と指導体制を強化すること。

６．�異動や担務変更等により新たな業務を行う際は、教育・訓練を確実に実施するとともに本人の不安を解消すること。

申
し
入
れ
項
目

「第42回定期大会発言等に基づく申し入れ」を提出

　全国的に警報級の豪雨、35℃を超える記録的猛暑
に見舞われる中、各系統での業務、大変お疲れさまで
す。
　7月15日に秋田県を中心とした記録的大雨により、
組合員宅の床上浸水や鉄道施設の甚大な被害が報告さ
れています。今後も起こりうる自然災害に対し、あら
ゆることを想定し「安全第一」の行動をお願いします。
　今、ＪＲ東日本管内の現場では内房線での感電死亡
事故をはじめ、「命」に関わる事象が多く発生してい
ます。
　ＪＲ東労組は「安全哲学の再確立」を掲げ、４Ｍ４Ｅ
手法にて背後要因から原因究明と真の対策を打ち出す
取り組みを提起しています。「安全なしに労働なし！」
「本音で語り合える職場風土」「事象が発生した場合の
初動体制」「危険と感じたら列車を止める！」など、安
全第一を価値基軸とした「職場議論」を通じて、安全
で安心して働ける職場を創り上げていきましょう！

安全・健康第一安全・健康第一に、に、夏季輸送夏季輸送をを
無事故無事故でで乗り切ろう乗り切ろう!!




